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学的に AMLおよび平滑筋肉腫が疑われるも確定診断得られず， 1 
月 l日根治的右腎摘除術を施行した.摘除標本は 313g，上極よりに
長径 4cmの白色，充実性腫蕩を認めた 免疫組織化学的に CD34
(+)， bcl2 (+)， Sloo (-)， SMA (ー )で solitary白broustum.or 


































































































MRIにてT1， T2ともに isointensity，エコーでは isoechoic， ドッ
プラーエコー造影法にて造影効果弱<，乏血流性麗蕩と考えられた.
2002年 l月根治的左腎摘除術を施行.病理診断は chromophobere-























alveolar type， clear cel subtype， G2， INFα， pTI， pNO， pVla 
であった.術後は IFNα の投与を開始し骨転移部については同年7
月に他援で摘出，人工関節霞換術を行っており以後再発は認めていな
















































た.病理組織学的に RCC，clear cel carcinoma， G1 >G2， INF凪









































































病理組織診断は， Wi1ms腫蕩， favorab1e histo1ogy， s白geIIIで












































































































































腎孟内に，造影される明らかな腫傷を認めた 左腎孟腫蕩 T2，NO， 
MOの診断のもと，馬蹄鉄腎峡部離断術，左腎尿管全摘除術を施行.
摘出標本にて腎孟下部に径約 5cmの章L頭状腫傷をみとめ，病理は
TCC， pTI， grade 2であった 術後経過良好であり， 1年6カ月経
過した現在，再発を認めていない.馬蹄鉄腎に合併した腎孟腫蕩の報
告は本邦では26例目であった
尿管周囲に存在した Insa皿 ma佃 ηpseudotu田町と恩われる 1
例:谷川岡IJ，高羽夏樹，野4村祝失，奥山明彦(大阪大)，小川
修(京都大 59歳，女性 2∞l年7月に右腰背部痛を自覚し，近医



























































































































































した. LH-RH + bicalutamideによる TAB療法を開始し， 6週後に




















数，白血球数，分画や， LDH， CRP， IL-2Rなどに異常を認めな






















































































ては，1)リンパ管逆行性， 2)静脈逆行性， 3)動脈塞栓性， 4)精管









おり境界は不明瞭であったため， Tubercu10us Epididymo-orchitis 
と診断した.病理組織診断判明後に施行した PCR法による尿中結核






















































































128 泌尿紀要 49巻 2号 2003年
書IJ部は開放創とし超酸性水にて洗浄を続け， 40日後に CTにてガス
像が消失し， 60日後に創部が完全に閉鎖し軽快退院となった.膿培養
より，E. faecallis，仁 glabrataが検出されたが嫌気性菌は陰性だった
尿聞を主訴とした陰唇癒着症のI例:室崎伸和，妹尾博行(大阪第
2警察)，武本征人(医誠会摂津 53歳，女性.主訴は排尿困難.
月経は50歳から不規則になり53歳で閉経.妊娠2回，経腫分娩が2
回 27歳から26年間，性交なし初診時，下腹部は膨陵，エコーで勝
脱は尿が充満，臆内にも尿貯留が疑われた.外陰部は小陰唇が癒着し
正中で小孔を認め尿が少しずつ漏出していた.小陰唇癒着による尿聞
と診断.小孔部を 18G針で穿刺すると尿が流出，摂子で孔を拡大し
示指が挿入可能な程度，約 17mmにわたって鈍的に剥離すると外尿
道口を確認できた.それ以上の鈍的剥離は困難であり，ガーゼで圧迫
止血，抗生剤入りステロイド軟膏'を塗布した.患者には毎日 l回の指
プジー，毎日 2岡の軟膏塗布を指導.エストロゲン剤を処方した.排
尿困難も消失，残尿を認めず.腰椎麻酔下での鋭的切開を勧めたが患
者は拒否.5カ月後の現在，再癒着を認めない.本症例での小陰唇癒
着は長期間，性交渉が無いことが誘因と思われた.
